
令和６年第１０回

小坂町農業委員会会議録

令和６年１０月７日（月）９時００分役場会議室において招集した。

１. 出席委員（９人）は次のとおりである。

１番 安 保 清 栄 ２番 中 村 修太郎 ３番 阿 部 龍 平

４番 小 舘 康 弘 ５番 木 村 功 ６番 宮 舘 秀 樹

７番 奈 良 延 浩 ８番 本 田 立 子 10番 亀 田 静 子

２. 欠席委員（１人）は次のとおりである。

９番 中 村 仁

３. 本会に出席した事務局職員は次のとおりである。

事務局長 岩 澤 秀 一

事務局主査 細 越 浩 美

４. 本会の書記は次のとおりである。

事務局主査 細 越 浩 美

５. 議長において指名して定めた会議録署名委員は次のとおりである。

１番 安 保 清 栄 ２番 中 村 修太郎

６. 会議に付した案件は次のとおりである。

日程第１ 報告 第１９号 北海道・東北ブロック女性農業委員・農地利用最適化推進委

員研修会について

報告 第２０号 令和６年度市町村農業委員会長会・会長職務代理者・事務局

長会議について

日程第２ 決定 第 ９号 小坂町農地利用集積計画について

（９：００）

議 長 それでは、定刻になりましたので、これから令和６年第１０回の総会を始めたいと

(亀田) 思います。

出席状況について、報告をお願いいたします。

事務局 現時点で 名出席です。

議 長 只今の出席者は９名出席です。よって、農業委員会等に関する法律第27条第３項の

規定による定数に達しておりますので、本日の会議を開会いたします。

本日の会議録署名委員を指名いたします。１番安保清栄委員、２番中村修太郎委員

の両名を指名いたします。

（９：０１）

議 長 では、本日の議事に入ります。

本日の議事日程は１ページのとおりとなります。

日程第１、報告第１９号について、事務局より説明を求めます。



事務局 日程第１、報告第１９号を説明いたします。

まず、２ページをお開き下さい。９月３日に山形市で開催された北海道・東北ブロ

ック女性農業委員・農地利用最適化推進委員研修会について報告します。この研修会

には、町から亀田会長と佐々木推進委員の２名が参加しております。資料は３ページ

からになります。

この研修会は、４ページの日程表にありますとおり、主催者として山形県農業会議

会長と山形県農業委員会女性の会会長のあいさつと、来賓の山形県農林水産部長から

あいさつがありました。３人ともに今年の豪雨被害に触れ早期復旧と営農離れの危機

についての話がありました。

次いで講演に移り、米沢市で里山体験を主軸とした人材育成の活動をしている黒田

さんから講話がありました。黒田さんの主な経歴は８ページに記載しております。

黒田さんは元日本航空の客室乗務員として勤務し、デンマークで生活した後に山形

県に移住しました。

米沢市に移住後は、旧家屋を購入し「里山体験ソムリエ」として、森と農業を中心

とした人材育成と、都市住民や海外住民との交流事業を実施しております。

その後休憩を挟み、３人の方から事例発表がありました。

最初に鶴岡市の松本典子さんが発表しました。資料は１７ページにからになります。

松本さんは、埼玉県から祖母の家がある鶴岡市に移住し、現在は瓶入りピクルスの

加工販売を行うかたわら、農業委員の中立委員として活動しております。

農産物の加工販売のほか、田舎体験ツアーを企画運営し、交流人口の増加に寄与す

る活動も行っています。

２人目の事例発表は井向隆文さんで、富士通で１６年間勤務しＩＣＴ担当を務めた

後、尾花沢市に移住就農した方です。資料は２３ページからになります。

現在井向さんは、西瓜を中心とした営農を行い、前職で培った経営分析の知識を活

かし、計画的な営農を実践している方です。

最後の発表者は生稲洋平さんで、東京のイタリアンレストランをやめて妻の実家で

ある川北町に就農した方です。資料は２９ページからになります。

生稲さんは、桃やリンゴの果樹を中心とした営農を行っており、就農から１０年目

の平成２９年に妻の両親から経営移譲され、平成４年に法人化して現在に至っていま

す。生稲さんからは、地域の魅力、相互協力の難しさについて話をされておりました。

研修会の最後に、来年度の開催場所が北海道であることが発表され、終了しました。

以上で日程第１、報告第１９号の説明を終了します。

議 長 ここで、暫時休憩します。

（ ９：０６）

議 長 再開します。

（ ９：１３）

議 長 報告第１９号について質問意見等ありますか。

ないようですので、よろしいでしょうか。

各委員 はいの声あり。

議 長 それでは、日程第１、報告第１９号を終了します。

（ ９：１４）



日程第１、報告第２０号について、事務局より説明を求めます。

事務局 日程第１、報告第２０号を説明いたします。

まず、４１ページをお開き下さい。９月４日に能代市で開催された令和６年度市町

村農業委員会長会・会長職務代理者・事務局長会議について報告します。資料は４２

ページからになります。

この会長会議は、４４ページの配付資料にありますとおり、始めに全国農業会議の

大出氏より「農業委員会の情勢を踏まえた農政課題と税制改革について」と題した情

報提供がありました。先の国会で改正された「食料・農業・農村基本法」について、

今後取り組みを強化するべき点について６項目にわたって話をされました。合わせて

税制改正に対する要望事項についても触れておりました。

次に、今年鹿角市で開催される秋田県種苗交換会に合わせて開催される、農業委員

会大会について説明がありました。

農業委員会大会は、７０ページの開催要領にありますとおり、「コモッセ」を会場

に１１月２日、午後１時から午後３時の日程で行われます。この時には、町からバス

を手配し全員参加としたいと考えております。近くになったら再度通知を発送します

ので予定して下さい。

大会運営委員として、能代市会長の平川さんが運営委員長、大会議長に北秋田市会

長の長岐さんと小坂町会長の亀田さんが就任する予定ですが、１０月の農業会議理事

会で正式決定されます。

農業委員会大会で提案される議案は、１０８ページの１号議案と１１３ページの２

号議案の２本です。この議案について各農業委員会で検討し、結果報告を求められて

いますのでご意見等をお願いします。

このほかに資料提供として、１１５ページが来年度の農林水産省予算要求の概要、

１３９ページが豪雨災害の農林水産関係被害、１４０ページ農業用施設被害の備考欄

の上段に小坂町とありますのは土砂崩壊による水路閉塞１件で、現在、水路は開通済

です。

１４１ページは、５月に実施した県選出国会議員要請集会の要請項目です。１１月

にも県選出国会議員要請集会がありますので、追加するべき項目がありましたら事務

局までに提案して下さい。

以上で日程第１、報告第２０号の説明を終了します。

議 長 ここで、暫時休憩します。

（ ９：１８）

議 長 再開します。

（ ９：２３）

議 長 報告第２０号について質問意見等ありますか。

ないようですので、農業委員大会議案についてもよろしいでしょうか。

各委員 はいの声あり。

議 長 それでは、日程第１、報告第２０号を終了します。

（ ９：２５）

日程第２、決定第９号について、事務局より説明を求めます。

事務局 日程第２、決定第９号を説明いたします。



まず、１４６ページをお開き下さい。小坂町から農地利用集積計画について意見を

求められたものです。概要は１４７ページになります。

利用権の設定を受けるものが１名、利用権の設定を設置するもの３名で、ブドウの

樹園地として利用するものです。１４８ページが町からの文書で、１４９ページから

が集積計画書です。計画書の裏が位置図になっています。計画書の１枚目と２枚目が

町のブドウ試験場の向かいで３枚目が勝善平の中ほどにある土地です。１筆7,722㎡

のうち5,000㎡を賃借するもので、３人とも１月１日から６年間、１０アール５，０

００円の賃貸借で、更新前の条件と同じです。

以上で日程第２、決定第９号の説明を終了します。

議 長 ここで、暫時休憩します。

（ ９：２６）

議 長 再開します。

（ ９：２７）

議 長 決定第９号について質問意見等ありますか。

ないようですので、よろしいでしょうか。

はいの声あり。

各委員 それでは、日程第２、決定第９号を終了します。

議 長 （ ９：２７）

これで総会の議案はすべて終了しましたので、ただいまを持ちまして第１０回総会

を終了します。

（ ９：２７）

上記会議録が真正であることを証明するため署名する。

小坂町農業委員会会長 亀田静子

署 名 委 員 安保清栄

署 名 委 員 中村修太郎


